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Abstract
Gene Stratton Porter (1863-1924), American novelist, columnist, amateur naturalist,
and wildlife photographer, authored several best-selling novels, the most popular of which
was Freckles (1904). In its sequel, A Girl of the Limberlost (1909), Porter introduced the
heroine Elnora, a young girl whose life brims with the excitement of female possibility. A
Girl of the Limberlost not only charts Elnora’s growth but also introduces readers to the
issue of environmental disruption and the importance of environmental protection. Written
approximately 100 years ago, the novel describes various problems that modern youth face.
Elnora works hard to pay her high school expenses and competes fiercely to be the top of
the class only to later confront her inability to afford college. She quarrels terribly with her
mother, but shares with her the burden of paying high taxes for years. This paper explores
Elnora’s way of life and her views of marriage and work. I first consider how the teenage
girl develops career consciousness and obtains a job through relentless effort. I also discuss
how adults support and counsel the young girl enabling her eventually to find her way.
Finally, I question whether the talented, hard-working heroine really gives up her college
life to marry and take up housekeeping.
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はじめに
アメリカの作家ジーン・ストラットン・ポーター（Gene Stratton Porter, 1863-1924）は日本
ではその作品があまり紹介されておらず、よく知られた存在とは言えないが、彼女のベストセラ
ー作品である Freckles（『そばかす』1904）は、孤児というモチーフを使っている同世代のベス
トセラーである Alice Rice（1870-1942）の Lively Mary（1903）と Kate Douglas Wiggin
（1856-1923）の Rebecca of Sunnybrook Farm（1903）とともに、誰もが知っている Anne of
Green Gables（1908）に影響を及ぼした可能性があるという。1 Shirley Fosterと Judy Simons
は共著What Katy Read: Feminist Re-Readings of ‘Classic’ Stories for Girls（1995）の
“Introduction”の中で、ポーターを含む女性作家たちによる児童文学作品について以下のように
言及している。
Certainly the juvenile texts which form the subject of analysis in the succeeding
discussion not only exhibit pervasive motifs in their narrative and
representational patterns, but contain a marked degree of self-referentiality in
locating themselves within a line of women’s writing for children. . . . , and
Brazil’s schoolgirls devour the work of the American writer Gene Stratton Porter,
whose heroines open up for them exciting vistas of female possibility!2
Freckles の続編ともいえる A Girl of the Limberlost（『リンバロストの乙女』1909）のヒロイ
ンは上記にあるように、女性の可能性について読者である少女たちにとってわくわくする展望を
広げてくれる。本稿ではこの作品の主人公の少女エルノラ（Elnora）の自立心、競争心、向学
心、経済観念や恋愛観について考える。人の手のほとんど入っていない自然のままの森の中で、
母と二人だけで暮らす少女の生活は勉学以上に過酷な労働が日々求められ、現在世界中で人々の
関心を集めている自然保護や環境破壊が作品の展開にかかわっている。これは作者自身が自然の
風景や野生の生物を撮影する雑誌の写真部門のカメラマンや編集者を勤めたことによる。100年
も前の作品でありながら、アルバイトしながら学費を工面する少女が抱く進学や就職についての
悩み、母娘の間の激しい言い争い、夫婦間の愛憎、そして厳しい納税状況など、現代にも通じる
多くの問題がこの作品では提起されている。本稿では、こうした問題の原因と解決策を分析しな
がら、10代の少女が抱くキャリア意識と女性の生き方の両面から作品を考察する。
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1．キャリア意識の芽生えと揺らぎ
物語は主人公エルノラ・コムストック（Elnora Comstock）が高校生活の初日を迎えるところ
から始まる。母親ケイト（Katherine Comstock）は娘の向学心に全く理解を示さず、経済的事
情を盾に進学に反対し続けている。その母親の猛反対を押し切り、朝4時からの家の仕事を済ま
せた後、3マイルも先の町の学校へ向かって歩きながら、エルノラはこれまでの生活を振り返り、
改めて高校進学へ強い意欲を見せる。
Again she climbed a fence and was on the open road. For an instant she leaned
against the fence staring before her, then turned and looked back. Behind her
lay the land on which she had been born to drudgery and a mother who made no
pretence of loving her; before her lay the city through whose schools she hoped
to find means of escape and the way to reach the things for which she cared.
When she thought of how she appeared she leaned more heavily against the
fence and groaned; when she thought of turning back and wearing such clothing
in ignorance all the days of her life she set her teeth firmly and went hastily
toward Onabasha.3
若干15歳か16歳の少女がしっかり自分の現状をみすえ、将来どうあるべきかを真剣に考えてい
る。上記の “the way to reach the things for which she cared” から、主人公が自分の方向性
とその方法を模索する姿が眼に浮かぶ。現代でいえばキャリア意識が芽生え始めたというところ
だが、彼女の前途にあるのは茨の道である。その茨の道がかなりきついことは十分承知の上で、
エルノラは歯を食いしばりながら、その一歩を踏み出す。しかしいくら高い知性と強い意志を持
った少女でも、森の中で他人との接触が非常に少ない偏屈な母親との二人暮らしであったため、
世間の常識に欠けていた。それ故、エルノラは高校に入学した初日に自分の準備不足を嫌という
ほど思い知らされる。どのクラスに入るべきか、授業料の納入や教科書の購入はどうするのかな
ど、授業の開始に伴い様々な事務手続きがあることに登校して初めて気づくのである。初日に何
気なく発した言葉によって、彼女は同級生たちを前に自分の無知をさらけ出し、恥ずかしい思い
を味わう。しかしその恥辱よりもっと激しく彼女を落ち込ませたのはそのみすぼらしい外見―貧
弱な更紗の服、粗末な重い靴、手入れの行き届いていない髪―によって周囲から受けた冷たい視
線と嘲笑であった。
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She had two fleeting impressions. That it was all a mistake; this was no school,
but a grand display of enormous ribbon bows; and the second, that she was
sinking, and had forgotten how to walk. . . . but no one paid any attention to the
white-faced girl stumbling half-blindly down the aisle . . . . At the end of the aisle
she paused in desperation, while she stared back at the whole forest of faces
most of which were now turned upon her.
In a flash came the full realization of her scanty dress, her pitiful little hat
and ribbon, her big, heavy shoes, her ignorance of where to go or what to do; and
from a sickening wave which crept over her, she felt she was going to become
very ill. . . . .
She heard laughter behind her; . . . ; every matter of moment, and some of
none at all, cut and stung. (p.18.)
She was so abnormally self-conscious she fancied all the hundreds of that
laughing, throng saw and jested at her. (p.22.)
この時のエルノラの気持ちは他の児童文学作品のヒロインたちの経験とよく似ている。『赤毛の
アン』（Anne of Green Gables, 1908）のアンはアボンリーの日曜学校に始めて出席した日に、
明るい色で流行仕立ての服を着た少女たちと違って、自分だけが地味で安物の服装をしているこ
とに引け目を感じた。『あしながおじさん』（Daddy-Long-Legs, 1912）の主人公ジュディは、人
から貰った古着を来て登校する時に受けた心の傷は、それからの生涯を絹の靴下を履いて過ごし
ても決して消えないとあしながおじさんに宛てた手紙の中ではっきりと書いている4。『小公女』
（Little Princess, 1905）では父親の死後、セーラは服装が惨めになればなるほどその境遇が悪
くなっていき、かつて一緒に勉強した生徒たちから冷たくさげすむ視線を浴びる。大勢の少女た
ちは、自分たちの持つ水準や時代の流行から極度に逸脱している服装や、その服装が連想させる
自分たちと異なる雰囲気や育ちや生活状況に対する違和感から、主人公の少女に冷たい視線やあ
ざけりを振りかけるのである。
この作品が出版された20世紀初頭は、高校進学は少女にとってキャリアへの大きな第一歩で
あったはずだ。そのキャリアを阻む障害に立ち向かい、乗り越える苦労の一つに、見た目や服装
のことをとりあげるなど問題外だ、そのようなことを気に病む主人公は情けないなどとは、読者
である少女たちは決して思わない。なぜなら、見た目が重要なのは少女に限ったことではなく、
いつの時代でもどこの国でも共通だからだ。それに服だけが問題なのではない。服と一体化して
いる雰囲気や育ちが重要なのだ。階級制度のないとされている自由の国のアメリカでも、場違い
な服装はその人間の常識や人間性に不信感を抱かせる。しかし非難されるヒロインたちは望んで
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場違いな恰好をしているわけではない。已むに已まれぬ事情から不本意な姿をせざるを得ないの
だ。苦しい現状から抜け出すために、全身の勇気を奮ってたった一人で高校の新学期に臨んだだ
けに、エルノラの受けた屈辱感はアンやジュディやセーラより大きかったかもしれない。すべて
において前途多難であることを感じとったエルノラの苦痛を、読者の少女たちは理解し、共感し、
冒頭から物語にのめりこんでいくのである。
進学が現状打破の唯一の突破口であると信じ、一歩前へ出たが、心底嫌だと思っていたキャリ
アと無縁の辛い生活へ戻りたいと思うほどの迷いが、登校して数時間も経たないうちにエルノラ
の心に生じる。一大決心をした後も、ささいなことで気持ちが揺れるという経験は誰にでもある
ものだ。人間は強い決意を抱きながらも、思いもよらなかったことでくじけ、迷いながら進んで
いくのである。
There was enough land, but no one to do clearing and farm. Tax on all those
acres, recently the new gravel road tax added, the expense of living and only the
work of two women to meet all of it. She was insane to think she could come to
the city to school. Her mother had been right. The girl decided that if only she
lived to reach home, she would stay there and lead any sort of life to avoid more
of this torture. Bad as what she wished to escape had been, it was nothing like
this. She never could live down the movement that went through the class when
she inadvertently revealed the fact that she had expected books to be furnished.
Her mother would not secure them; that settled the question. (p.23.)
あれほど反発していた母親の言い分を認め、あれほど意気込んでいたのに急に逃げ腰になってい
るエルノラを世間知らずだからだと責めることはできない。なぜなら周囲に助言者がいない、母
親は親としての義務を放棄、日々の激しい労働と住宅の不便さから事前調査もままならなかった
からだ。それに加えてエルノラの勝手な思い込みもある。
Oh the shame, the mortification! Why had she not known of the tuition?
How did she happen to think that in the city books were furnished? Perhaps it
was because she had read they were in several states. But why did she not
know? Why did not her mother go with her? Other mothers―but when had her
mother ever been or done anything at all like other mothers? Because she never
had been it was useless to blame her now. Elnora realized she should have gone
to town the week before, called on some one and learned all these things herself.
(p.24.)
児童文学におけるキャリア意識
― ―６９
エルノラは一週間前に自分で町へ出て行って、誰かを訪ね、手続きなどをすべて聞いておくべ
きだった、身なりも人の大勢いる場所へ出る前に自分がどのように見えるかを知っておくべきだ
ったと後悔する。そのことを悟ったエルノラは夢や希望を打ち砕かれた気分だっただろう。人は
何かを情報を耳にした場合、都合の良い部分のみ受け止め、自分勝手な解釈をするところがある。
エルノラもそうだった。しかし、エルノラは逃げない、それどころか、自分が立たされている苦
境の原因は何かを突き止め、把握し、誰かに（母親に）責任転嫁もしない。逃げるということは、
家へ帰って、更紗の服にどた靴で家畜に餌をやり、一生図書館に目を背けて通らなければならな
いということを誰よりもわかっていたからだ。そしてそれはエルノラが最も恐れる未来の姿であ
った。
外観がもたらす疎外感と違和感を解決するには二つの要素が必要である。一つは誰かが主人公
を助けて周囲の少女たちと同じ格好をさせること、つまり周囲への同化であり、もう一つは主人
公が勉学や運動など他の分野で他者より抜きん出ていることを周囲に認めさせ、敬意を抱かせる
ことである。アンはマシュウが、ジュディはあしながおじさんが、セーラは父親代わりの後見人
がそれぞれ流行のドレスをプレゼントする。それを身に付けることで、彼女たちはやっと周囲と
同じレベルに達したと感じる。エルノラの場合は親切な隣人夫婦の援助もあるが、彼女自身の努
力によって金銭的問題を解決し、自分で服を購入する。この点が他のヒロインと大きく異なる点
である。勉学面では、ジュディは首席ではないが、大学で奨学金を獲得しことからかなり優秀だ
と判断できるし、セーラはフランス人並みのフランス語と話し上手でライバルからも一目置かれ
ており、アンとエルノラは首席という状況からその優秀さを証明している。
エルノラは登校した初日の数学の授業で見事な解答を黒板に書き、教授の賞賛の言葉を皆の前
で受ける。その言葉に救われたエルノラは、きれいな身なりをした同級生たちが彼女に生まれて
初めてといえるくらい惨めな思いをさせても、彼らの誰一人として自分より良い成績を上げたり、
女性としてのしとやかさで勝てないようにするのだと決心する。そのときのエルノラの姿はすら
りとして美しかった（“She was tall, straight, and handsome as she arose.” p.21）と描写され
ている。外観に邪魔されたキャリアは知性と教養で修正可能だとエルノラは認識する。
“But there are always two sides! The professor said in the algebra class that he
never had a better solution and explanation than mine of the proposition he
gave me, which scored one for me in spite of my clothes.” . . . . “But, you see, it
is a case of whistling to keep up my courage. I honestly could see that I would
have looked just as well as the rest of them if I had been dressed as they were.
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We can’t afford that, so I have to find something else to brace me. It was rather
bad, mother!” (p.29.)
キャリアへの第一歩を阻んだ周囲との疎外感と、周囲から受けた屈辱をはねのけたのは、ヒロイ
ンの知性と負けん気と強いキャリア意識である。
2．自分で打ち出す解決策
人生では、予期せぬ出来事または予期した出来事―キャリアカウンセリングでいうイベント―
にぶつかる。そのイベントがつらい体験の場合、まずは逃げたいと思うのは人間の自然な反応で
ある。第一章で述べたように、高校の初日にエルノラは周囲から思いやりのない言動を受け、こ
れ以上ないというほど恥ずかしく辛い思いを体験する。その時、彼女は “Hide me, O God, hide
me, under the shadow of Thy wings” (p.19)と祈りを繰り返す。エルノラは非常に気丈で強い精
神力の持ち主である。頭は乱れるばかりで考えがまとまらなくても、逃げたいと願ったのはほん
の一時で、“Perhaps the worst is over,” (p.22)と思い直す。神に祈るほど辛い思いをすることが
最悪の事態であるなら、それ以上ひどいことはもう起こらないはずだ。気をとり直した後は、再
び前へ進む。そのエルノラの前向きで積極的な姿勢はキャリアの問題解決にも、生きる上でも欠
かせない要素である。自らの意志による気持ちの切り替えは大人にとってもむずかしいものだ。
少女にとってはなおさらであり、加えて支援も必要とされる。打ちひしがれて帰宅したエルノラ
を受け入れ、慰めてくれたのは母親ではなく、子どものいない隣人夫婦であった。隣家のウェス
レイ・シントン（Wesley Sinton）とその妻マーガレット（Margaret Sinton）はエルノラを幼
いころから知っており、亡くした実子の代わりに、我が子のように深い愛情を注いできた。
“For pity’s sake, honey, what’s the matter?” asked the voice of the nearest
neighbour, Wesley Sinton, . . . . “Was it as bad as that, now? Maggie has been
just wild over you all day. She’s got nervouser every minute. She said we were
foolish to let you go. She said your clothes were not right, you ought not to carry
that tin pail, and that they would laugh at you. . . . .” (p.24.)
上記の会話から、エルノラが苦しむ事態を十分想定していながら、なぜ最悪の事態に至る前に、
シントン夫妻が助言や援助をしなかったのかと疑問も思う読者もいるだろう。エルノラもそう思
児童文学におけるキャリア意識
― ―７１
い、“why didn’t she (i.e., Margaret Sinton) tell me?” (p.24)と訊ねる。それに対するウェスレ
イの応答は一見厳しそうだが、実は本当にエルノラを思ってのことだとすぐに理解できる。
“. . . . You got such a way of holding up your head, and going through with
things. She thought some way that you’d make it, till you got started, . . . .” (p.24.)
エルノラは自立心があり気も強い、しっかり者と周囲から思われている。そのような少女に事態
が起こる前から、手を差し伸べ、あれこれ指示するのは過保護だとウェスレイは判断したのだろ
う。たとえどんなに辛くても、本人が選んだ道なのだから、まず経験させる必要がある。それは
相手を思う立場ほどつらいことであるが、子どもにとっては成長につながる試練である。子ども
が苦難に会わないように先回りして障害を除く親もいるが、それは子どもの成長を妨げているに
すぎない。
ウェスレイはエルノラの身に何が起こったのか、おおよその見当はついていたはずだ。だがあ
れこれ助言する前に、まずはエルノラの言い分に耳を傾ける。
. . . suggested Sinton. “Anyway, stop tearing yourself to pieces and tell me. If it
isn’t clothes, what is it?”
“It’s books and tuition. Over twenty dollars in all.” . . . .
“It’s the first time you ever knew me to want money,” answered Elnora.
“This is different from anything that ever happened to me. Oh, how can I get it,
Uncle Wesley?” (p.25.)
話をじっくり聞いた後、ようやくウェスレイは解決策を提言する。問題はお金、つまり経済的な
ことであるから、これまで自分たちを手伝ってくれたお礼に学校にかかる費用を出すというのだ。
だが人に甘えることをよしとしないエルノラは貰うわけにはいかないときっぱり断る。
“. . . . I won’t touch your money, but I’ll win some way. First, I’m going home
and try mother. It’s just possible I could find second-hand books, and perhaps all
the tuition need not be paid at once. Maybe they would accept it quarterly. . . . .
“I’ll ask mother, but I can’t take your money, Uncle Wesley, indeed I can’t.
I’ll wait a year, and earn some, and enter next year.” (pp.26-27.)
“Uncle Wesley, you are a dear,” said Elnora. “Just a dear! If I can’t possibly
get that money any way else on earth, I’ll come and borrow it of you, and then
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I’ll pay it back if I must dig ferns from the swamp and sell them from door to
door in the city. I’ll even plant them, so that they will be sure to come up in the
spring. I have been sort of panic stricken all day and couldn’t think. I can gather
nuts and sell them. Freckles sold moths and butterflies, and I’ve a lot collected.
Of course, I am going back tomorrow! I can find a way to get the books. Don’t
you worry about me. I am all right!” (p.28.)
このウェスレイとエルノラの会話は現代のキャリアカウンセリングそのままである。カウンセラ
ーの立場にあるウェスレイはカウンセリングの基本である傾聴を実践する。その傾聴の段階で、
クライアントであるエルノラから問題の解決策があふれ出てきた。まさにキャリアカウンセリン
グの鉄則 答は必ずクライアントの中にあり、それを引き出すのがカウンセラーの役目である
を実行している。このパターンは児童文学ではたびたび見られる。大人に説教されて納得す
るというストーリーの展開は読者である子どもが反発する。主人公自らが答えである解決方法（た
だしそれが実行できるか否かは別である）を見出す展開は読者の共感を呼ぶ、そしてそれこそキ
ャリアカウンセリングが生み出す理想の結果でもある。
こうして一つ突破口ができると、後は案外スムーズに進むものだ。小説ならなおさらである。
エルノラは悲観的なところもあるが、以下にあるように、根は楽観的で、立ち直りが早いようだ。
“I just got a start. The hardest is over. Tomorrow they (i.e., Elnora’s classmates)
won’t be surprised. . . . .” (p.30.)
Her perplexity as to where tuition and books were to come from was worse but
she did not feel quite so badly. She never again would have to face all of it for
the first time. (p.41.)
エルノラが翌日登校すると、前日の授業で彼女の学力に感心した数学の教授が、2年生から昨年
の教科書を2ドルで譲り受け、代金は都合次第でよい、また授業料は4回払いで、第1回の振込は
来月中でよいという手筈を整えてくれていた。問題はある意味先送りになったにすぎないが、負
担は大幅に減り、解決可能なレベルにまで縮小した。エルノラが前日数学の教授に自分の疑問を
ぶつけたことが、解決の糸口になったのである。これも一種のキャリアカウンセリングの成果と
言えるのではないだろうか。
教授が助けを差し伸べてくれる前に、エルノラは、授業料、教材、洋服や靴などの費用を賄う
ため、自分の出した打開策をヒントに、町で何軒かの店をあたっていたが、すべて断られていた。
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どうしたらいいのかわからず、もう少しで気が狂うかとエルノラが思った時、銀行の窓に蝶、蛾、
幼虫、繭、蛹やインディアンの遺物を買い取る広告を見つける。その後、森に住み、自然の標本
を収集する「鳥のおばさん」（the Bird Woman）を訪ね、自分が集めた蝶や蛾やインディアン
の道具（石斧、矢、キセルなど）などが売れることを知る。それによってエルノラは自らの力で
現金を手に入れることができるようになる。さらには鳥の巣や花や木の葉や苔や昆虫やあらゆる
博物学の標本を採集しては小学校の先生たちに売り、授業のあいている時間を利用してその標本
について教師の代わりに生徒たちに教えるというアルバイトを楽しみながら行うようになる。こ
うした健全かつ知的な方法でエルノラが自力で学校の費用を工面するというやり方は、当時の読
者やその保護者たちの共感を得たことだろう。それ故にこの小説が当時人気を博したのだろう。
エルノラが自ら解決策を考え、実行できたのは、アメリカの心理学者クルンボルツ博士（John
D. Krumboltz 1928-）らがキャリア学会誌で提唱した「計画的偶発性」（Planned Happenstance）
というキャリア理論《予期せぬ出来事がキャリアの機会と結びつく》5 にあてはまると言える。
それはウェスレイの言葉が証明している。
“. . . . Ain’t it queer that she’d take to stones, bugs, and butterflies, and save
them. Now they are going to bring her the very thing she wants the worst. Lord,
but this is a funny world when you get to studying! Looks like things didn’t all
come by accident. Looks as if there was a plan back of it, and somebody driving
that knows the road, and how to handle the lines. Anyhow, Elnora’s in the
wagon, . . . .” (p.66.)
上記の誰か（“somebody”）とは他ならぬエルノラ自身（過去のエルノラと言うべきか）なので
ある。なぜなら、自分の方から無意識に仕掛けておいたことが予期せぬ出来事（ノンイベント）
を作っていたからだ。そしてエルノラは不要な間をおかずに次の手を打ち、希望を現実に変え、
キャリアへの道を一歩も二歩も前進する。このエルノラのやり方は現代でも十分通じる。なぜな
ら、「変化の激しい時代になればなるほど、キャリアは自分の思い描いたとおりに実現するもの
ではない。したがって、むしろ現実に起きたことを受け止めて、そのなかで自分を磨いていくこ
とのできる力が重要である。さらに、自分のキャリアをひらくためには、自分のほうから何かを
仕掛けて予期せぬ出来事をつくりだし、そこで自ら実体験して学習して不要な間をおかず次の手
を打っていくということが必要になる」6 からである。
ウェスレイがすぐに助言を与えなかったのは高校進学のときだけではない。この作品は金持ち
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の後見人や遺産相続のような棚から牡丹餅式の単純なストーリー展開とは無縁である。それどこ
ろか、少女小説にしては珍しいほど、お金と税金が全面に出ている。これほどまでに税金の負担
がヒロインの肩に重くのしかかる児童文学はほとんど見当たらない。支援の手もやすやすとは伸
びてこない。しかしそのことがヒロインの成長と人格形成に大きく影響していることは、次にあ
げるマーガレット・シントンが夫に語る言葉で明らかだ。
“. . . . This thing makes me think, too. S’pose we’d taken Elnora when she was a
baby, and we’d heaped on her all the love we can’t on our own, and we’d coddled,
petted, and shielded her, would she have made the woman that living alone,
learning to think for herself, and taking all the knocks Kate Comstock could give,
have made of her?” (p.66.)
“. . . . She would have grown into a fine woman with us; but as we would have
raised her, would her heart ever have known the world as it does now? Where’s
the anguish, Wesley, that child can’t comprehend? Seeing what she’s seen of her
mother hasn’t hardened her. She can understand any mother’s sorrow. Living
life from the rough side has only broadened her. Where’s the girl or boy burning
with shame, or struggling to find a way, that will cross Elnora’s path and not get
a lift from her? She’s had the knocks, but there’ll never be any of the thing you
call ‘false pride’ in her. I guess we better keep out. Maybe Kate Comstock knows
what she’s doing. Sure as you live, Elnora has grown bigger on knocks than she
would on love.” (p.67.)
ウェスレイ夫妻は、娘同然にかわいがっているエルノラがおそらく大変な思いをするだろうとわ
かっていても、なんとか自力で切り抜けるだろうと思い、これまでも助言も支援をできるだけ控
え、見守ってきた。それ故、高校という新しいキャリアへの入り口にエルノラ一人で立ち向かわ
せた。実の親でないため、余計な口出しができないということもあるが、安易に手を差し伸べて
しまうと、今後何かあるたびにエルノラは支援を求め、他人を頼ることになるかもしれない。お
そらく、心を痛めながら、茨の道へ送り出したのだろう。たしかに、高校生活を送ることが一人
で乗り越えられなければ、大人になり社会人として生きていくことは難しくなる。エルノラは兄
弟姉妹もいないし、周囲に親戚もいない。親切な隣人以外、相談相手は皆無であるのだから、ウ
ェスレイ夫妻のエルノラへの対応は決して冷たいものでなく、理にかなったやり方である。これ
が現代社会には欠けているようだ。親も教師も子どもを甘やかし、少しつまずいただけでも手を
差し伸べる。だから子どもはいつまでたっても一人立ちできない。それどころか助けてもらうの
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は当然と思ったまま大人になり、うまくいかないことがあると就職してもすぐに仕事をすぐ辞め
てしまう。困っていてれば自分は何もしなくても誰かが助けてくれると言う図式が、子どもの頭
の中に張り付いてしまっているかのようである。このことが現代の学校でキャリア教育の必要性
が強く求められている理由ではないだろうか。冷たいと受けとられるかもしれないが、本来はウ
ェスレイ夫妻のように、距離をおいて子どもに自分の選んだ道を歩ませるのが理想であろう。
3．キャリアを阻むもの
高校入学から始まったエルノラの物語は4年後（この物語の地域では学校教育は6・3・3制で
はなく、8・4制である）には卒業式を迎える。入学した年の出来事には物語の前半の部分にか
なりスペースを割いているが、卒業までの間の年月はあっさりと描かれている。つまり、入学と
卒業に重点が置かれている。その二か所は主人公がかなり追い詰められ、その後の主人公の生き
方（キャリア）に大きく作用する時期だからである。そこには孤独感、違和感、疎外感、戸惑い
などさまざまな主人公の思いが描かれている。
入学時につまずいたものの、その後はすべてが順調に進むかのように思えたストーリーだが、
またも経済的ピンチが訪れる。今度はそれに環境問題まで加わっている。エルノラはどういうわ
けかクラスの首席を保ち続けながら、自分の収益と支出を理解できず、先の経済的予想が立てら
れない。次にあるように、教えるというアルバイト（準備の下調べも含めて）と首席持続のため
の勉強に時間がとられたことを大きな理由にして、作者はなんとか恰好をつけているが、このあ
たりの説得力は弱い。
So the first year went, and the second and third were a repetition; but the
fourth was different, for that was the close of the course, ending with graduation
and all its attendant ceremonies and expenses. To Elnora these appeared
mountain high. She had hoarded every cent, thinking twice before she parted
with a penny, but teaching natural history in the grades had taken time from
her studies in school which must be made up outside. She was a conscientious
student, ranking first in most of her classes, and standing high in all branches.
(p.147.)
幼い読者ならこれで十分だが、少し年長になれば、エルノラのような首席をとるほどの優秀な少
埼玉女子短期大学研究紀要 第25号 2012.03
― ―７６
女や、かつて教師をしていたという母親がなぜ税金の計算や生活設計ができないのかということ
に疑問を抱くに違いない。二人とも数学が苦手だったのだろうか。いや、そんなことはない。物
語の冒頭部分で、学校の初日に黒板に見事な解答を書いたことで感動した数学の先生の配慮で、
教科書を上級生から譲り渡され、授業料の分割払いを許可される。こうした材料から判断して、
エルノラは数学が得意のはずなのに必要経費の計算ができない設定は理解しがたい。母親に関し
ても同様だ。母親は最愛の夫を目の前で亡くしたことにショックを受けて以来、思考能力が一部
崩れたのだろうか。経済的予想が立てられない彼女たちは、皮肉なことに自分たちの愛する自然
の変化にも気付かずにいた。いや、気付いてはいたのだが、それが自分たちの生活の経済面に悪
影響を及ぼし、卒業の際に困窮する状況を作り出す（卒業式に必要な費用を工面できない）とい
う危機感までは抱かなかったようだ。現代もそうだが、自然の変化は時として人間の予想をはる
かに超えて速く進むことがある。幼い頃から慣れ親しんできた、言わば共存してきた自然界の変
化がエルノラのキャリアを大きく左右するとは皮肉なものだ。
All the time the expense of books, clothing and incidentals had continued.
Elnora added to her bank account whenever she could, and drew out when she
was compelled, but she omitted the important feature of calling for a balance. So,
one early spring morning in the last quarter of the fourth year, she almost
fainted when she learned that her funds were gone. Commencement with its
extra expense was coming, she had no money, and very few cocoons to open in
June, which would be too late. She had one collection for the Bird Woman
complete to a pair of Imperialis moths, and that was her only asset. On the day
she added these big Yellow Emperors she had been promised a check for three
hundred dollars, but she would not get it until these specimens were secured.
She remembered that she never had found an Emperor before June. (p.149.)
キャリアは現実のものである、それ故、金銭が伴う。キャリアと言えども、きれいごとではすま
されない。仕事に就くには資格を要する場合があり、その資格取得にはお金がかかる。それが現
実である。しかし、ポーターの時代は子どもや女性が金銭のことをあれこれ言うのは控えられて
いた。そのため、他の物語では曖昧に描かれたり、誰か（金持ちの親戚や主人公の善行に感動し
た人）が金銭的援助（遺産や奨学金など）をすることで、問題があっけなく解決することが多い。
だが、この作品ではそのような絵空事は起こらない。金銭が主人公のキャリアを阻む難題であり、
母娘間のぎくしゃくした関係の原因の一つになっていることは明白である。しかし金銭問題が全
面に出ても、下品にならないのがこの作品の良さであり、弱さでもある。
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金銭感覚の欠如は母娘に共通した弱点である。母親より社会通念をもっていると思われるエル
ノラでさえ、環境の変化に対応できず、高校1年目に始めた以外のアルバイトをその後卒業まで
探せなかった。もちろん、首席を保つためには勉学に励まなくてはならないため、自由な時間も
なく、当時は少女や高校生のアルバイトは少なかっただろうという想像はつく。しかし、物語の
冒頭で、あれほど困難を乗り切る対策を自分で打ち出した主人公にしてはその後の3年間の過ご
し方は生ぬるい。一方母親も未だに夫を失った悲しみにくれ、周囲に目が向かず、税金の実情を
調べようとしない。その姿が次のように描かれているが、子を持つ母親としては情けない。
Her land was almost complete forest where her neighbours owned cleared farms,
dotted with wells that every hour sucked oil from beneath her holdings, but she
was too absorbed in the grief she nursed to know or care. . . . . For Mrs.
Comstock had spent no time on compounding interest, and never added the
sums she had been depositing through nearly twenty years. Now she thought
her funds were almost gone, and every day she worried over expenses.
(pp.149-50.)
入学時のトラブルはエルノラの努力と周囲の援助でスムーズに解決したが、卒業時はそう簡単
にはいかない。卒業するのになぜそれほど経費がかかるのだろうか。当時のアメリカの高校の慣
例なのだろうが、親しい友達同士が贈り合う卒業記念品、卒業生が学校への寄贈品購入の資金調
達のために行う劇で使う衣装（出演者は自己負担する）、送別礼拝式と卒業式と祝賀会及び舞踏
会のために新調の服3着が必要であり、エルノラにはそれらを購入する余裕が全くない。つまり、
卒業間近に服がないという事態が再度浮上したのだ。着るものがないから卒業式に出られない、
卒業式に出られないと卒業証書が貰えない、知識があっても卒業証書がなくては、その学力を認
められないため、就職も進学もできないという展開になる。しかし母親はそうした経費の必要性
を全く認めない。生徒たちは卒業するのに必要な知識はすべて頭に詰めてあるのだから、なぜい
ろいろと形式を踏まなければならないのか、その理由を認めることはできないというのだ。確か
に母親の意見はもっともだが、慣習に従わないと卒業証書が貰えないことも確かなのだ。その上
エルノラはさらなるキャリアのステップアップを計画していた。それは大学進学である。この時
代、すでにアメリカやカナダでは女性が大学へ進み始めていた。先にあげた『あしながおじさん』
や『赤毛のアン』、オルコットの『ジョーの息子たち』（Jo’s Boys, 1886）でも、主人公も含め
て何人かの少女たちが大学で学んでいる。つねに自己の向上を目指すエルノラにとっては当然の
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キャリアプランであろう。しかしそれもお金がなければ絵に描いた餅にすぎない。経済観念の弱
いエルノラなりに金銭的キャリアプランを考えていたが、それは甘いものだった。
Elnora faced the past three years and wondered how she could have spent so
much money and not kept account of it. She did not realize where it had gone.
She did not know what she could do now. . . . . She thought of Wesley and
dismissed it. She thought of the Bird Woman, and knew she could not tell her.
She thought of every way in which she ever had hoped to earn money and
realized that with the play, committee meetings, practising, and final
examinations she scarcely had time to live, much less to do more than the work
required for her pictures and gifts. Again Elnora was in trouble, and this time it
seemed the worst of all. (pp.150-51.)
入学時と同様に、卒業時の金銭的ピンチとその打開策も詳しく描かれている。エルノラなりに知
恵を絞り、考えに考えた挙句、いくつか解決方法を思いついた。友人たちと交換する写真とプレ
ゼント、記念の芝居に出るための緑の服はなんとか工面がついた。そのやり方は現代でいう廃物
利用、いわゆるリサイクルであり、いかに経費をかけずに工夫するかという描写は読者の共感を
呼ぶものである。しかし卒業式の服まではどうしたらよいのか全く見当もつかない。世間知らず
故に、その場に不適切なみすぼらしい恰好で入学初日を迎えた時と違って、成長して社会の常識
を身に付けたエルノラは礼装でなければ卒業式に臨めないと理解している。だが、売るものはな
く、時間はせまり、最悪の状態に陥る。プライドから今度ばかりはウェスレイ夫妻に頼れず、思
い余って母親に打ち明けるが、かえって逆効果となる。途方にくれたまま卒業礼拝式を迎えたエ
ルノラは、絶望感を抱きながら鳥のおばさんの家へ行く。そのときの二人の会話は短いが、いか
に装いの問題が少女の心を深く傷つけているかを理解するのに十分である。
The Bird Woman opened the screen and stared unbelievingly. . . . .
“I have nothing to put on,” said Elnora.
In bewilderment the Bird Woman drew her inside.
“Did―did―”she faltered. “Did you think you would wear that?”
“No. I thought I would telephone Ellen that there had been an accident and
I could not come. I don’t know yet how to explain. I’m too sick to think. . . . .”
(p.164.)
ギンガムの服を着たエルノラの姿を一目見てすべてを悟った鳥のおばさんは、敏速にエルノラの
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抱えていた問題を処理する。エルノラの友人を通して学校へ連絡をとり、エルノラが少し遅れる
旨を伝え、式を遅らせるべく音楽をはさむよう指示し、助手たちに手伝わせて、自分の手持ちの
スカートやリボンや知人が置いて行ったブラウスなどを使って、大急ぎでエルノラのドレスに作
り変える。その様子はまるでシンデレラが舞踏会へ行けるように妖精が魔法を使ったかのようで
ある。卒業式の直前、つまりギリギリのところでうまくいくというパターンは昔話でよく使われ
る手法だ。エルノラのドレスの制作シーンは少女たちが最も惹きつけられるところだろう。具体
的な描写によるエルノラが美しく装う様子は映画のシーンを見ているようだ。しかもその時その
場にあるものが巧みに再利用されて、まるで新調したドレスのように変わる過程はスピーディで
魅力的だ。結局、入学時の危機を直接救ったのも鳥のおばさん（彼女に蝶や蛾を売ってエルノラ
は必要なお金を手に入れた）なら、卒業式や関連の催し物に参加できるように支度してくれたの
も鳥のおばさんである。ヒロインを救う妖精はもうこれ以上は無理だという断崖に立たされたと
きに現れるのである。それはヒロインがどれほどカウンセリングを受けても解決策がないときだ
と言える。
4．人生の曲がり角
無事、高校を首席で卒業したエルノラだが、母親との関係はまだ修復できないままであったし、
すんなりと大学進学とはいかなかった。エルノラが卒業時に必要な費用の工面ができなかった理
由には、実は大学入学への資金には手をつけられないという強い決意があったからだ。
If she spent the college money she knew she could not replace it. If she did not,
the only way was to secure a room in the grades and teach a year. Her work
there had been so appreciated that Elnora felt with the recommendation she
knew she could get from the superintendent and teachers she could secure a
position. She was sure she could pass the examinations easily. She had once
gone on Saturday, taken them and secured a license for a year before she left
the Brushwood school. (p.151.)
まだ女子の大学進学が珍しかった頃に、エルノラがこれほどまで大学進学にこだわったのはなぜ
だろうか。純粋に学びたいと思う他に、より高い学歴があった方が就職に有利で、苦しい現状か
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ら少しでも早く脱出できると考えたことも理由としてあげられる。下記にあるように、同級生の
少女たちが大学へ進学することに触れ、自分もその時に一緒に入学したいと願うエルノラの気持
ちには、周りに遅れをとりたくないというライバル意識もあったようだ。
She wanted to start to college when the other girls were going. If she could
make the first year alone, she could manage the remainder. But make that first
year herself, she must. (p.151.)
進学に必要なのは学力と資力である。学力は本人、資力は保護者（親）によるものだ。エルノ
ラは前者は簡単にクリアしているが、後者も自分で解決しなくてはならない。資金調達のむずか
しさが環境変化と大きく関係していることは先に述べたとおりだが、作者が沼沢地の野生生物の
写真家であることから、自然の変化の描写は詳細であり、それがこの作品のリアリティと魅力を
深めている。
She was so absorbed in her classes and her music that she had not been able to
gather many specimens. When she realized this and hunted assiduously, she
soon found that changing natural conditions had affected such work. Men all
around were clearing available land. The trees fell wherever corn would grow.
The swamp was broken by several gravel roads, dotted in places around the edge
with little frame houses, and the machinery of oil wells; . . . . Wherever the trees
fell the moisture dried, the creeks ceased to flow, the river ran low, and at times
the bed was dry. With unbroken sweep the winds of the west came, gathering
force with every mile and howled and raved; threatening to tear the shingles
from the roof, blowing the surface from the soil in clouds of fine dust and rapidly
changing everything. From coming in with two or three dozen rare moths in a
day, in three years’ time Elnora had grown to be delighted with finding two or
three. Big pursy caterpillars could not be picked from their favorite bushes,
when there were no bushes. Dragonflies would not hover over dry places, and
butterflies became scarce in proportion to the flowers, while no land yields over
three crops of Indian relics. (pp.148-49.)
エルノラは環境の変化に気付いていてもさほど焦らず、そのままにしておいた。気づいたときは、
卒業式直前でさしせまった状況にあった。卒業式後、蛾のコレクションをあと一歩で完成させる
に必要な極めて珍しい蛾が家に入り込んだが、毒虫だと思った母親が蛾を殺してしまう。それだ
けではなく、殺さないでと必死に懇願するエルノラを、母親ケイトは反抗していると勘違いして
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激怒し、娘の頬を打ってしまう。大学進学の費用を賄えるラストチャンスというもいうべき300
ドルのコレクションが駄目になったショックで、エルノラは母に噛みつき、激しい言い争いの後、
家を飛び出す。このエルノラのすさまじい怒りをむき出しにした場面が描かれるのは物語の中盤
にさしかかったときである。そしてそのすぐ後に、おとなしい隣人のマーガレット・シントンが
これまで胸に秘めていたエルノラの父の死の真相をケイトに明かすのである。さすがに温厚な人
柄のマーガレットも、エルノラがケイトに虐待を受けたと知ると怒り震えた。それはまさに手に
汗を握るシーンである。普段から夫に従順で、気の強いケイトに対しては常に遠慮がちで言いた
いことも言えずにいただけに、それまで抑えていた感情の爆発はすさまじいものだった。
“You!” cried Margaret. “You! The woman who doesn’t pretend to love her
only child. Who lets her grow to a woman, as you have let Elnora, and can’t be
satisfied with every sort of neglect, but must add abuse yet; and all for a fool
idea about a man who wasn’t worth his salt!” (p.179.)
マーガレットはケイトが値打ちのない男に馬鹿げた思いを寄せていたために娘をないがしろにし
たと罵り、ロバート（ケイトの夫）が浮気をし、どこからの帰りであるかを妻に見られぬよう、
はまりこむほど沼地すれすれに通ったために溺死した事実を告げる。事実を知ったケイトはすぐ
に夫の浮気相手エルビラ・カーネイ（Elvira Carney）の家へ行き、激しく非難する。エルビラ
は20年間ケイト以上に罪の意識にさいなまれ、身体は癌に侵されており、近所からは不倫が原
因で冷たくされていた。すでに心身ともに衰弱しているエルビラはケイトに情けをかけてくれと
請い、ケイトは言うだけのことを言うが、立ち去る直前に優しい言葉をかける。
全25章の真中である12章ですべての秘密が明らかになる。その衝撃は大きかったが、雨降っ
て地固まると言う言葉があるように、その後は母娘の距離も次第に縮まり、互いに理解を深める。
この出来事をきっかけにエルノラの部屋へ入った母親はこれまでの娘の努力を知る。ケイトの気
持ちが初めて娘を理解する方向へ動き、二人の溝がわずかだが埋まる。母は娘がこれまでどうや
って授業料や本代を得ていたかを知り、蛾のコレクションの大切さがわかると、夜も更けていた
が、危険を顧みず、夫を呑み込んだ沼地へ行き、自分が駄目にしたのと同じ蛾を見つけて戻る。
そのおかげで蛾のコレクションが完成し、母の愛情も大学進学も生活の安定もすべて自分のもの
になったとエルノラは喜ぶ。だが喜んだのは一晩だけで、翌朝になると、その完成したコレクシ
ョンを鼠が食い散らかしてしまっていた。その時のエルノラの言葉 “Well, of all the horrible
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luck!”（p.197）がすべてを物語っている。第12章ですべてうまくいったものが、第13章の冒頭
ですべて壊されるのである。この瞬間にエルノラの希望は泡のように消え去る。
“This is overwhelming,” she said at last. “It is making a fatalist of me. I am
beginning to think things happen as they are ordained from the beginning, this
plainly indicating that there is to be no college, at least, this year, for me. My
life is all mountain-top or canon. . . . . Last night I went to sleep on mother’s
arm, the moths all secured, love and college, certainties. This morning I wake to
find all my hopes wrecked. . . . . Everything is gone―unless the love lasts. That
actually seemed true. . . . .” (p.198.)
経済的理由で大学進学を断念するという不本意な展開になったが、この時点でエルノラには母の
愛が残ったのである。しかし、エルノラのキャリアの方向は大きく変わることを余儀なくされる。
ちょうどアンが自分を養育してくれたマリラを一人にしないため、家を手放さないために、大学
進学をあきらめ、村の小学校に就職したように、エルノラも働いて資金ができたら、進学をする
つもりでいたはずである。希望を完全に失ったわけではない。キャリアプランに変更が生じるこ
とになったが、母とのわだかまりが薄れ、母の愛情を受けることができるようになったのは何よ
り大切なことであり、それは読者の少女たちが強く望むことである。
The love remained. Indeed, in the overflow of the long-hardened, pent-up
heart, the girl was almost suffocated with tempestuous caresses and generous
offerings. Before the day was over, Elnora realized that she never had known
her mother. The woman who now busily went through the cabin, her eyes bright,
eager, alert, constantly planning, was a stranger. Her very face was different,
while it did not seem possible that during one night the acid of twenty years
could disappear from a voice and leave it sweet and pleasant. (p.198.)
ケイトがそこまで豹変したのは、夫の死の真相が解明したからだが、ウェスレイが後日エルノラ
に語ったように、ケイトは決して心底エルノラを憎んでいたわけではない。分別を失っていただ
けなのだ。本当は娘を愛していたのである。そのことを賢いエルノラはわかっていたはずだ。だ
からこれまでひどい仕打ちを受けると、息をとめて死んで母親を後悔させようと思ったことも何
度かあったが、母親のそばを離れずに耐えてきたのである。
ケイトはこれまでずっと夫の死の責任は自分にある、自分が身重で臨月だったために沼に溺れ
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る夫を助けられなかったと思い込んでいた。夫がまさに沼底に沈まんとしたとき、陣痛が起き、
エルノラが誕生したからである。つまり夫を助けたくとも、身体が動かなかったのである。夫の
浮気を知らなかったケイトは、自分にかかる精神的重圧に耐えかねて、その時生まれようとした
娘が邪魔をしたから夫が命を落としたのだと思うようになっていた。だからエルノラに辛くあた
り、愛情を示すことができなかったのだ。そうしないと自分を見失ってしまいそうだったのだろ
う。夫が死んで男手がないため、生活が苦しいからと、娘に勉強より労働を強いることで、ケイ
トは自分にかかる責任を娘と共有し、なんとか精神のバランスを保ってきたのだろう。ウェスレ
イの言葉がそのことを語っている。
“. . . . I’ve heard her (i.e., Mrs. Comstock) out at the edge of that quagmire
calling in them wild spells of hers off and on for the last sixteen years, and
imploring the swamp to give him back to her, and I’ve got out of bed when I was
pretty tired, and come down to see she didn’t go in herself, or harm you. What
she feels is too deep for me. I’ve got to respectin’ her grief, and I can’t get over it. . . . .” (p.27.)
そうして20年近く（上記の言葉はエルノラの高校入学時のものであるから、ケイトが真相を知
ったのはその4年後ということになる）心に溜まっていた娘へ愛情が一気に噴き出したのである。
まるで火山の噴火のようにである。
しかし愛情と金銭は別問題である。進学を諦めたエルノラは就職活動を行う。小学校の教育長
の元へ直接出向き、クラスを持たせてくれるよう懇願する。幸い、数日後、採用通知を貰う。こ
れもまた「計画的偶発性」（Planned Happenstance）である。エルノラ自身の言葉がそれを裏
付けている。
“. . . . While you have thought I was wandering aimlessly, I have been following
a definite plan, studying hard, and storing up the stuff that will earn these
seven hundred and fifty dollars. Mother dear, I am going to accept this, of course.
The work will be a delight. I’d love it most of anything in teaching. . . . .” (p.212.)
母娘が本当に理解しあえるのはもう少し先に行ってから、エルノラが進学をすっかりあきらめ、
家を出て教師として就職した後、偶然立寄った銀行で母親が初めて自分に貯蓄という大きな財産
があることを知った時である。母親は無知と忙しさから、何年も銀行へ行くことがなかったため、
自分の資産額を知らずに、ひたすら高い税金の納入に心と頭を痛め、娘にも苦しい生活と激しい
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労働を強いていたのであった。資産があることを至急電報でエルノラに知らせ、進学を勧めるが、
一度始めた仕事を簡単にやめるわけにはいかない。エルノラは教壇に立ち続けると返事をする。
ここで、エルノラの母親の存在について一つ付け加えておく。ケイトと対照的な女性として隣
人のマーガレットが浮かぶが、存在の大きさでは比較にならない。むしろ登場回数は少なくても、
鳥のおばさんの存在は母親と同等のものを感じる。なぜなら、物語の冒頭と中盤で、エルノラの
危機を救ったのは他ならぬ鳥のおばさんだからである。しかしエルノラが母の愛情を取り戻すと、
鳥のおばさんの姿はほとんど見られなくなる。つまり、ケイトが母親の資格を取り戻すまで、鳥
のおばさんが言わばエルノラの母親的存在だったのだ。そしてまた、この二人は物語の中で一度
も顔を合わせない。鳥のおばさんの本名は最後まで不明である。こうした材料から、鳥のおばさ
んと母親は一人の人間の両面的存在（表と裏）ではないかという解釈ができる。エルノラの母親
は本当は娘を愛していたが、その愛を表に出せず、夫の死に対する罪の意識から、娘を苦しめる
言動ばかりとってきた。物語の前半でエルノラが苦しんだトラブルの原因は母親ケイトにあり、
その危機を救ったのは鳥のおばさんである。これは母の歪んだ愛と真っ直ぐな愛のなせるわざで
はないか。そして物語の後半になると問題解決は母親の役目に移行している。経済的な問題は母
親の預金発覚ですんなり解決し、未来の夫との愛に迷い苦しむエルノラを支えるのは母親の娘を
思う気持ちである。もう鳥のおばさんの出番は必要ないのである。
5．キャリアの方向転換
物語の前半は学校中心のストーリーでエルノラは生徒だったが、後半は社会人となり、話の内
容は仕事と恋愛へ移っていく。大学進学から就職へのキャリアの変更は物語が中盤にさしかかっ
たときに生じる。
母の愛情を取り戻したエルノラは、仕事も順調で、経済的不安もなくなり、非常に充実した生
活を送り始める。あとは幸せな結婚というのが当時の一般女性の人生経路である。エルノラの未
来の夫となるであろうフィリップ・アモン（Philip Ammon）が登場するのは13章で、もう少し
で完成という蛾のコレクションを失い、進学をあきらめたときだった。最初はエルノラの知識の
理解者かつ友人にすぎなかったが、次第にお互いに惹かれていく。
エルノラが職業人として期待されていることを、母親も読者もフィリップの言葉から知る。彼
は女性のキャリア進出の先駆者として、エルノラを絶賛する。
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“I’ll wager I know!” answered Philip. “Isn’t it great! Every one in Onabasha
is talking about it. At last there something new under the sun. All of them are
pleased. They think you’ll make a big success. This will give an incentive to
work. . . . .”
He went on to congratulate Mrs. Comstock.
“Aren’t you proud of her, though?” he asked. “You should hear what folks
are saying! They say she created the necessity for the position, and every one
seems to feel that it is a necessity. Now, if she succeeds, and she will, all of the
other city schools will have such departments, and first thing you know she will
have made the whole world a little better. . . . .” (p.215.)
エルノラが就いた生物専門の教師という職は当時はパイオニア的存在であり、作者ポーターの理
想的存在ではなかっただろうか。ポーター自身は優等生ではなく、数学が大の苦手だった7とい
うから驚きだ。しかし、インディアナ州南東部の沼沢地で暮らしたポーターは野生生物に親しみ、
写真を撮り、本を書き、編集にも携わった。したがって生物学を教える（それも机上論ではなく、
実際の標本を用いて）教師の登場は、学業優秀の生徒ではなかった彼女が作品の中で本来の自分
はもっと優秀なのだと主張するためのものではないだろうか。野外と野生生物が大好きだったポ
ーターは伝統的な学校教育に不適応で、高校の最後の学期を修了していない。だからこそ物語の
中でエルノラには苦労を課しても卒業させたかったのだろう。
“. . . . You’ve got the stuff in your head. I wouldn’t give a rap for a scrap of
paper. That don’t mean anything!”
“But I’ve worked four years for it, and I can’t enter―I ought to have it to
help me get a school, when I want to teach. If I don’t have my grades to show,
people will think I quite because I couldn’t pass my examinations. I must have
my diploma!” (pp.152-53.)
上記の会話の前半は母親、後半はエルノラによるものである。知識は十分あるのに紙切れ一枚が
卒業を証明するのはおかしいという母親の言い分も、社会で仕事に就くには証明書が必要なのだ
という娘の言い分も、どちらもポーターの本音だと思われる。どんなに知識があっても、その学
歴が証明できないと世間に評価されないと、ポーターは自分の過去を振り返っているのかもしれ
ない。
エルノラの仕事を絶賛したフィリップだが、進学については、最初は薦めていたが、後に否定
埼玉女子短期大学研究紀要 第25号 2012.03
― ―８６
する。自分の妹を例にあげて、いかに女子大生が勉強しない人種であるか、彼女たちの送る大学
生活が無意味なものであるかを切々とエルノラに聞かせる。
“Oh, all girls want to go to college,” said Philip. “It’s the only proper place to
learn bridge and embroidery; not to mention midnight lunches of mixed pickles
and fruit cake, and all the delights of the sororities.” . . . . “You should hear my
sister Polly! This was her final year! Lunches and sororities were all I heard her
mention, until Tom Levering came on deck; now he is the leading subject. I can’t
see from her daily conversation that she knows half as much really worth
knowing as you do, but she’s ahead of you miles on fun. (p.230.)
これはフィリップだけの考えではなく、女子大生に対する当時の男性による一般的評価ではない
だろうか。しかし、エルノラはそういうミーハー的な女子大生と違うことを作者は強調している。
婚約者のいるフィリップ・アモンに次第に惹かれていく心をエルノラは自制し、防御態勢をと
る。ケイトも母親として心配するが、娘を全面的に信頼している。やがてフィリップがエルノラ
への愛を自覚し、求婚するが、慎重なエルノラは簡単に受け入れない。婚約者の心変わりを察し
たエディス（Edith）はエルノラの元へやって来る。エディスの攻撃をエルノラは冷静に受け止
め、フィリップへの愛情をはっきりと口にする。
“. . . . As for managing a social career for him he never mentioned that he
desired such a thing. What he asked of me was that I should be his wife. I
understood that to mean that he desired me to keep him a clean house, serve
him digestible food, mother his children, and give him loving sympathy and
tenderness.” (p.314.)
エルノラがそれまで血のにじむ思いをして得たキャリア（仕事と進学）を一人の男性のために捨
て去ると解釈する読者や研究者は、その証明として、上記のエルノラのエディスに向けての言葉
を間違いなく引き合いに出すだろう。良妻賢母は当時は極めて評価の高い存在だったはずだ。し
かし、現代の解釈では主婦もまたキャリアの一つである。仮にエルノラが進学を諦め、仕事も辞
めて家庭に入ったとしても、それもまたキャリアであると捉えることができる。ドナルド・スー
パー（Donald E. Super, 1910-94）が主張するライフキャリアレインボーの役割（ライフロール）
の中の一つに家庭人（ホームメーカー）が存在している8。外で仕事をすることだけがキャリア
でないという考え方は、今日では当然のこととして認められている。
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エルノラのキャリアの迷いにフィリップが正面から誠意をもって意見を述べる。その中には「自
己表現」とうことばが出てくる。自己表現力と言えば現在の教育で重要視されているものである。
その力をエルノラは自然に親しむ中で手に入れたとフィリップは言う。
“With some people it makes a regular battlefield of the human heart―this
struggle for self-expression,” said Philip. “You are going to do beautiful work in
the world, and do it well. . . . the years you have roamed these fields and
swamps finding in nature all you had to lavish your heart upon, I can see how
you evolved. I understand what you mean by self-expression. I know something
of what you have to express. The world never so wanted your message as it does
now. It is hungry for the things you know. I can see easily how your position
came to you. What you have to give is taught in no college, and I am not sure
but you would spoil yourself if you tried to run your mind through a set groove
with hundreds of others. . . . , but I do say to you, and I honestly believe it; give
up the college idea. Your mind does not need that sort of development. Stick
close to your work in the woods. You are becoming so infinitely greater on it,
than the best college girl I ever knew, that there is no comparison. . . . .” (p.240.)
“. . . . If you only could realize it, my girl, you are in college, and have been
always. You are in the school of experience, and it has taught you to think, and
given you a heart. . . . . You have been in the college of the Limberlost all your
life, and I never met a graduate from any other institution who could begin to
compare with you in sanity, clarity, and interesting knowledge. I wouldn’t even
advise you to read too many books on your lines. You acquire your material first
hand, and you know that you are right. What you should to do is to begin early
to practise self-expression. . . . .” (p.241.)
フィリップの長々続くエルノラ賛美から、読者もエルノラも大学進学を断念するのも悪くないと
思い始める。むしろその方が美徳のようにさえ感じてくる。しかし、フィリップ自身は迷うこと
なく大学へ進学し、卒業し、弁護士の道を目指していることから、現代の読者は矛盾を感じざる
を得ない。エルノラが大学を断念する理由付けとして、大学で学ぶ以上のことをすでに習得して
いるからというフィリップの言葉はもっともらしいが、きれいごとのように思える。今から100
年前なら、自分を認めてもらう範囲も狭いから、フィリップの言う経験という大学や、リンバロ
ストの大学も理解を得ることは可能だろう。だが、現代のようなグローバル化の進んだ時代では
残念ながら説得力に欠ける。エルノラが現代に生きる女性なら、奨学金をとって大学へ進学し、
生物学を極めることで自分の実力を世間に認めてもらうよう努力するだろう。
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当時の少女をターゲットにした小説では何より大切なのは愛である。誠実な愛を得、妻の座を
獲得し、できればキャリアも手放したくない。そこで作者ポーターは、エルノラがすでに「リン
バロスト大学」を卒業し、必要な知識も豊かな人間性も身に付けているのだから、大学卒と同等
なのだとフィリップに言わせたのではないか。そしてそれはポーター自身の価値を世間に認めて
もらうことにもなるのだと推測できる。ポーターは高校を中退したが、独力で詩や小説の他に
Birds of the Bible（1909）、Music of the Wild（1910）、Moths of the Limberlost（1912）、Birds
of the Limberlost（1914）など自然観察に基づくノンフィクションの書物を何冊も出版し、映
画の台本を書き、写真家や編集者としても活躍した9。エルノラは仕事を辞めるとは言っていな
い。結婚後の可能性も十分残していると考えられる。それは結婚後も仕事に活躍した作者自身が
証明している。
おわりに
この作品は前半と後半ではストーリーの展開とその内容に違いを感じる。高校時代を描いた前
半はテンポが速く、エルノラが苦しい現状から明るい未来へ向かって、様々な苦難を乗り越えな
がらも前進する姿に読者ははらはらしながら、リンバロストの世界に引き込まれていく。家を出
て教師として働き、母親の愛情を取り戻す後半は、恋人との愛に重点がおかれ、12、13章で内
容が急展開した後だけに、やや退屈で前半に比べるとゆっくりしたテンポに感じる。婚約者がい
る立場で心変わりするフィリップには、エルノラによって確かな愛を知ったからと正当化しても、
どこか不安定さを感じる。それがこの作品の物足りなさであることは否定できない。しかし、エ
ルノラのキャリア意識や前向きの姿勢は現代でも通じる興味深いものだ。エルノラは仕事とは世
の中の役に立つことだ（“But I mean work, . . . that is useful to the world” p.219）とフィリッ
プに対して語る。さらにエルノラは自分の愛する人々や自分が助けることのできる人々のため生
きることが喜びであり、生きがいだと言う。これこそエルノラの求めるキャリア（生き方）では
ないだろうか。当然のことながら、その中には仕事も家庭も含まれる。
先に述べたように、人は人生において9つの役割を担う。その役割が重なる時期もある。エル
ノラが、スーパーのライフキャリアレインボーの「家庭人」「配偶者」「学生」「職業人」などの
役割（ライフロール）をいくつか同時に併せもっていてもおかしくない。むしろ成人の場合、役
割が一つしかないということはありえない。「人生やキャリアとは、人生における役割をいくつ
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か選んで組み合わせることで自己概念を実現しようとする試みである・・・さまざまな役割をう
まく果たすことができ、本人が満足できる場合には、その人のキャリアは成功している」10 と言
えるだろう。エルノラが自分の意志で、あれほど望んだ大学進学を断念しても、それで納得して
いるなら、その生き方もまた彼女の選んだキャリアである。またキャリアの選択はたくさんあり、
いつどのように変わるかは予測できないことが多い。その時その時を精一杯生き、自分で納得い
く選択をすればよいのだ。その選択が積み重なって、その人のキャリアは向上するのである。
エルノラの母親であるコムストック夫人は娘のことを次のように信頼している。
“She has been taking care of herself ever since she was born, and she always
has come out all right, so far; I’ll stake all I’m worth on it, that she always will.
I don’t know where she is, but I’m not going to worry about her safety.” (p.326.)
こうした生き方ができるのは、エルノラが野や森という大いなる自然から膨大な知識の貯えを授
けられ、率直で実際的な態度を母親から受け継いだからである。そしてフィリップが出会った時
に感じたように、思いやり（“sympathy” p.216）あるいは包容力（“comprehension” p.216）と
もいうべきすべての人類及び動植物に対しての広い同胞愛（“a large sense of brotherhood for
all human and animate creatures” p.216）をエルノラが抱き続けてきたからである。
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2 Ibid., p.24.
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